
















近藤正秋賞に社会福祉法人桜雲会
片岡好亀賞に日本点字委員会が受賞！

名古屋ライトハウス専務理事　山下 文明
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紙　上　慶　祝　会　

　社会福祉法人名古屋ライトハウスが主催

する第20回近藤正秋賞・片岡好亀賞に社会

福祉法人桜雲会様、日本点字委員会様が受

賞されました。

　近藤正秋賞は、『地域団体活動、職業活

動、政治活動などにおいて著しい功績があ

るとともに、今後の活躍が期待される視覚

障害者または団体』に贈られる賞です。

　あらためて申すまでもありませんが、

2022年１月に創立130年を迎えた社会福祉

法人桜雲会様は、1892年１月17日、東京盲

唖学校の盲生徒の同窓会として発足、1902

年に今田束著「実用解剖学」全８巻が点字

本として販売されたことから点字出版部が

発足し、日本で最初の点字出版所となりま

した。1952年には社会福祉法人桜雲会とな

り、日本最古の医学書専門点字出版所とし

て先進的に活動を行ってきています。

　現在は、視覚障害者情報提供施設として、

総合的な点字出版事業、自治体の点字版広

報や音声版広報製作などの委託事業、録音

図書のデジタル化を行うデジタル製作事業、

また、国内及び外国のあはき師の卒後教育

支援事業、生活用具支援事業、バスツアー

や講演会の企画など社会活動等々、常に第

一線で活動を展開し盲界をリードしてきま

した。

　点字出版事業を中心としたこれらの輝く

業績は“近藤正秋賞”にまさにふさわしい

ものであります。

　また、片岡好亀賞は『福祉、教育、文化、

スポーツ等の分野で活躍し視覚障害者の社

会的進歩に著しい功績があるとともに、今

後の活躍が期待される視覚障害者または団

体』に贈られる賞で、日本点字委員会様に

贈られました。

　こちらも言うに及ばずですが、1966年に

発足した日本点字委員会は、盲教育界と盲

人社会福祉界からの委員を中心に組織され、

日本における点字表記法の唯一の決定機関

として、点字表記についての提言や表記の

統一に向けた活動、表記法の決定と普及、

点字研究機関の育成と指導、内外関係諸団

体に対する連絡と調整など点字全般に関わ

る活動を継続的に行い、点字を通した視覚

障害者のスムーズなコミュニケーションの

確立と社会参加の推進に大きく寄与してき

ました。

　これらの活動と業績は“片岡好亀賞”に

まさにふさわしいものであります。

　両賞とも日盲社協、長岡雄一理事長にご

推薦いただきました。ありがとうございま

した。

　点字考案200年という節目の年にあたり、

両団体の業績と活動は今回の受賞にまさに

ふさわしく、あらためましてお祝い申し上

げます。

　おめでとうございました。

ツカメ
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　今回、シンポジストとして登壇した、日

本視覚障害者団体連合、日本歩行訓練士会、

日本盲人社会福祉施設協議会は、視覚障害

者の歩行（移動）の重要性を共通理解とし

て話は進めたのですが、実際には、歩行訓

練そのものが、全国的には十分認識されず、

また、サービスそのものが、十分供給され

ていない現状も明らかになっています。

　報告でも、訓練士の数が多いと思われる

東京でも、現状は決して十分な状況ではな

いこと。それどころか、この先10年を考え

たとき、歩行訓練を継続的に行っていける

のかが不安になるような状況であることを

示しました。

　具体的には、高齢化という問題です。以

前にも『視覚障害』で述べさせていただき

ましたが、20歳代、30歳代の歩行訓練士が

極端に少なく、50歳代、60歳代の訓練士が

ほとんどです。今は、熟練した訓練士の方

を中心に、充実した訓練が提供できていま

すが、10年後は疑問符がつきます。

　こうした状況を生み出した原因は一つで

はありませんが、大きな要因の一つは、歩

行訓練士の身分の不安定性です。同行援護

の講師要件として、日本ライトハウスや国

立障害者リハビリテーション学院の修了者

が認められている一方で、障害福祉サービ

ス、特に機能訓練においては、職員の配置

基準として位置づけられていません。これ

から歩行訓練士を目指そうとする方々にと

っては、これ以上の不安要素はありません。

　現在、医療側からは、国立障害者リハビ

リテーションセンターで実施されている眼

科医の補装具判定医の研修等で、歩行訓練

士の存在、重要性が示されていますが、福

祉側ではそれに十分対応できない状況にも

なっています。

　これらの解決策の一つとして示したもの

が、厚生労働省が認めた団体が、歩行訓練

士の技能を認定するものです。国家資格で

はなく厚生労働省認定ですが、それなりの

意味を持たすことは可能です。

　ただ、一定の期間、歩行訓練士として就

労し一定以上の技能が条件になります。ラ

イトハウスや国リハを卒業、すぐ歩行訓練

士と認められることはありません。

　あくまでも、民間資格という扱いですが、

少なくとも、歩行訓練士の存在を明らかに

する効果はあるし、社会的にも認知されや

すいと考えています。結果として、自立訓

練の職員配置基準として厚生労働省が認め

れば、身分の安定感は増します。

　問題は残ります。ライトハウスや国リハ

終了後、一定の期間は認定されないことへ

の対応策です。古橋会長からの報告にもあ

るように、現在、日視連と歩行訓練士会、

日盲社協の三者で、歩行訓練士の扱いの検

討を始めています。このまま先延ばしにで

きない課題です。三者による検討で、よい

成果がでるよう努めたく思っています。

訓練士の高齢化 歩行訓練の継続性に不安

理事長　長岡 雄一
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訓練士会研修会　シンポジストとして参加して

不安定な訓練士の身分　若手離れ加速か







　2025年12月４日(木)、５日(金)に、点字出

版部会の職員研修を神戸国際会館にて実施

し、18施設から約50名が参加しました。兵

庫県視覚障害者福祉協会の皆様のご尽力で

初の神戸開催を実現することができました。

　１日目には、福井哲也氏（日本ライトハ

ウス点字情報技術センター情報技術顧問）、

濱井良文氏（毎日新聞社点字毎日編集長）

にご講演いただきました。

　福井氏は、「『点字出版物製作基準』を

紐解く～2006－2007年度基準改定委員会の

舞台裏と『基準』に込められた思い～」と

いうテーマで製作当時の委員会での舞台裏

エピソードを交えながら、私たち出版側と

して大事な点や時代と共に変化してきてい

る点等のお話をされました。

　特に校正の意義、方法については、点字

制作物を作る上で非常に大事なパートであ

り、施設の人員や状況によって実施方法が

異なる場合があるのは事実だが『点訳資料

校正基準』にできるだけ則って実施するこ

とが望ましいとされました。

　濱井氏には「左近允孝之進から連なる点

字出版～これまでとこれから」というテー

マで、左近允孝之進の一生と点字との関わ

り、現在の点字出版に繋がる貴重なお話を

うかがいました。

　終盤では質疑応答や情報交換を行い、選

挙での点字投票など、今後の点字出版部会

の課題となる部分も見えてきました。

　２日目には、点字出版部会の長年のテー

マでもある「点字製版・印刷機など各種機

械の手入れ等について（各施設はどうして

る？）」という内容で、各施設の発表・意

見交換を行いました。

　小林鉄工所の小林社長にもご登壇頂き、

各施設からのご質問にお答え頂きました。

機械を設置する際のアースの取り方や、設

置場所によっても機械の動きが変わること

があり、各施設で検証が必要であることが

分かりました。

　また、いくつかの施設に実際の手入れの

様子を動画撮影いただき、具体的な悩みや

アドバイスを交わすことができました。

　今研修会には、若い世代の方々から多く

の参加があり、非常に嬉しく感じています。

　点字出版に必要な技術の継承や人材不足

が深刻になっている中、予想以上に若い参

加者が多く、次世代への継承と、長く業界

に残っていただけるような働きかけが、ベ

テラン世代の次の役目だと感じました。

 貴重な２人の講演、点字機械扱い方議論

点字出版部会長　肥後 正幸
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若い世代が多く参加し、技術継承につながった

点字出版部会 研修会報告

サコンジョウ コウノシン
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